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７-17　水鳥
【１】日本野鳥の会滋賀 保護部(2024).水鳥一斉調査2024結果報告(令和５年度滋賀県ガンカモ類等生息調
査).におのうみ No.76:2-8

７-19　底生動物
【１】西野麻知子・秋山道雄・中島拓男(編)(2017).湖岸からのメッセージ-保全・再生のための視点-.サンライズ
出版

７-20　昆虫
【１】蜻蛉研究会(編)(1998).滋賀県のトンボ.琵琶湖博物館研究調査報告第10号.滋賀県立琵琶湖博物館
【２】河瀬直幹・牛島釈広・八尋克郎(編)(2018).滋賀県のトンボ(2010年代).琵琶湖博物館研究調査報告第
30号.滋賀県立琵琶湖博物館
【３】八尋克郎(2020).琵琶湖のまわりの昆虫-地域の人びとと探る-.サンライズ出版
【４】滋賀県生きもの総合調査委員会(編)(2021).滋賀県で大切にすべき野生生物-滋賀県レッドデータブック
2020年版-.サンライズ出版

● ８章　琵琶湖と水質
８-トピック　有機物の指標TOC
【１】早川和秀，岡本高弘，廣瀬佳則，佐藤祐一(2018).低濃度有機汚濁水域における有機物指標の特性把握：
琵琶湖流域におけるCOD(Mn),BOD,TOCの比較から.水環境学会誌41(6)193-203.

● ９章　琵琶湖の水利用と水害
９-８　グリーンインフラ
【１】グリーンインフラ研究会・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング・日経コンストラクション(2022).決定版！
グリーンインフラ.日経BP社
【2】Mizuno,T.,Kojima,N.& Asano,S.(2021)The risk reduction effect of sediment 
production rate by understory coverage rate in granite area mountain forest,Scientific 
Reports 11,14415・Springer 
Nature,https://www.nature.com/articles/s41598-021-93906-1,(参照2024-9-12)

● 10章　琵琶湖と法令・しくみ等
10-トピック　国立環境研究所　　琵琶湖分室
【１】馬渕浩司・西田一也・吉田誠(2024).琵琶湖につながる水田水路におけるフナ属魚類の卵の分布の傾向と
範囲：河口からの直線距離と標高から見た概要.Ichthy, Natural History of Fishes of Japan,42, 
15-30,https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/ichthy/INHFJ_2024_042_015.pdf,(参照
2024-9-17)

この度、「琵琶湖ハンドブック」四訂版を、琵琶湖に関心をお持ちの皆さま

にお届けできることを、心より嬉しく思っています。ハンドブックは平成18年

当時、琵琶湖に関する知見を幅広く集約して、一つのいわば百科事典のよう

な冊子を作成しようではないかという声が、滋賀県庁を中心として起こり、琵

琶湖環境科学研究センターや琵琶湖博物館も共鳴して初版がつくられまし

た。初版以降、平成23年度に改訂版、平成29年度に三訂版を発行し、琵琶

湖に対する理解を深めるための「道しるべ」として、多くの皆様に愛読されて

きました。

三訂版の発行から7年が経過し、琵琶湖とその環境を取り巻く自然的・社

会的状況は相当変化しました。地球温暖化・気候変動の影響が顕在化し、例

えば琵琶湖の全層循環未完了や深湖底の貧酸素化状態などが生じるように

なって来ました。グリーンインフラやネイチャーポジティブの考え方も急速に

浸透しつつあります。また「琵琶湖」を切り口とした2030年の持続可能社会

へのゴールである「マザーレイクゴールズ（MLGs）」が策定されたことや、森・

川・水田・湖がつながる琵琶湖と共生する農林水産業である「琵琶湖システ

ム」が世界農業遺産に認定されたことなども大きなできごとです。

四訂版では、これまで受け継がれてきた基本構成や内容を大切にしつつ

も、琵琶湖の魅力と課題を広範囲に紹介できるような項目を選定し、新たに

蓄積された知識や見解をふんだんに盛り込むと同時に、上記の新しい環境

変化や社会的動きについて、内容や最新の知見を加え解説をしています。

今回も四訂版の作成にあたり、琵琶湖に関わる多くの研究者のほか、長年

保全活動に関わってきた方々や行政職員から多大な協力をいただきました。

皆さまの知識と経験は、このハンドブックの内容を充実させるうえで不可欠

なものであります。感謝の意を表します。

琵琶湖は多くの人々に愛され、長年にわたり守られてきたからこそ、今も

その美しい姿を保っています。美しい琵琶湖を次世代に引き継ぐためには、

私たち一人ひとりが琵琶湖の未来を共に考え、支えていくための行動が不

可欠です。このハンドブックを通じて、多くの方が琵琶湖の魅力と可能性に

ふれ、より一層、琵琶湖への理解と関心を深めていただけることを心から

願っています。　

あ と が き

滋賀県琵琶湖環境科学研究センター長　 津野 洋
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